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こんにちは!いせABちゃんです｡

とうとう2012年もあとわずか､ 12月を

のこすのみですね｡ 12月は師走､走りま

わるほど忙しい時期といわれますが､忙の

字の如く心をなくしたりしないで､読書を
楽しむ時間も持ちたいものですね｡

感,3跳J絶　　え望宝冨かせ､
《日時》毎週土曜田午後2時30分～　かみしぼいなどを

《場所》 1階･おはなしコーナー
やっています｡

12月1日/おにいさん､おねえさんによるおはなし会
12月8日･15日･22日

/おはなしプ-さんによるおはなし会

/読hl与れる肋LaLiphlh J

《日時》12月27日(木)　午前11時～

《場所》 2階･視聴覚室
あかちゃんえほん

《内容》あかちゃんむけの絵本の紹介や､　　のじかんは､毎月第

手あそびなどをします♪　　　　　　　4木曜日です｡

開館時間　午前9時～午後7時

休館日　毎週水曜･第2金曜･年末年始･特別整理期間

貸出1人10冊2週間以内(うち雑誌は5冊まで)

1団体50冊1ケ月以内(うち雑誌は25冊まで)

**　伊勢図書館･休館日カレンダー　**
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◆12月29日(土) ～1月4日(金)は

年末年始のため休館いたします｡

* 1弛帥紘一姦bl亨舶肋LaLjpblh､ _ム貯金は､

申込不要です｡どうぞお気軽にご参加ください!

亀　rlDe叡
《日時》12月9日(日)午後1時3j)分～

《場所》 2階･視聴覚室

『クリスマス･キャロル』

強欲で冷淡､人間嫌いの男･スクルージ｡

クリスマス･イブに彼の前に現われた切は､

亡くなった唯一の親友･マーレイの亡霊だった!
i- '

文豪ディケンズの不朽の名作を見事映像化!

(日本語吹替)

敬

=事''tL

(上映時間　93分)

/事仰手職

《日時》12月23日(臼･祝)午後1時30分.-

《場所》 2階･視聴覚室

『ポーラー･エクスプレス』

(上映時間100分)

イブの夜にあらわれる
"ポーラー･エクスプレズ'

お乗り遅れのないように!

(CGアニメーション･日本語吹替)

F!771/3 7335m55r'L'象

12月24日

午後2時～

(月･祝)

《場所》 2階･視聴覚室

《内容》クリスマスにちなんだ絵本や紙芝居の読み聞かせ､

工作などをします｡
サンタさん

《定員》 50人(朱着順)　　TZL.b'ttq･/Oトも

《申込》12月8日(土)から､　慧霊恥

直接カウンター､電話､ FAXで伊勢図書館まで｡

***　どなたでもご参加いただけます　***

(未就学児は保護者同伴で可)



ト般書〕　一年をふりかえって

2012年､本屋大賞をとった読み物をはじめ､

｢塩麹｣ ｢東京スカイツリー｣ ｢なでしこジャパン｣など､

話題になったモノを紹介した関連本を集めました｡本からこの一年を振り返ってみては?

じどうしょ

〔児童書〕

◎　日食のすべて(大越治､塩田和生/著　誠文堂新光社)

二二-も　◎東京スカイツリー世界一を創ったプロフェッショナル(NHK出版/編NHK出版)

◎　塩麹のおかず甘麹のおやつ　体にいいこといっぱい!麹の超かんたんレシピ

(坂田阿希子/著　家の光協会)

§. …三:_:三~: I:-こ~＼ ∴_-　t

ウllスマス手で.あと･ ･ ･

7 2背にC3能.韓でlさイILミネーションが晋を.巻餐bn).iLJ替*J?l lスマス手でのnウシトタウンが鶴5LJさす｡ 7しゼント

やパーティー.笑重なくつ等cje:～ alん塔の崇で捗ウJ lスマスの峯韻捗OKか63!?

皐臥したく63与J'うな軌や抱乱ス手車C3訴瞥睨:I I?J lスマス手でを義解LJ競えたくなる等を留芥はす｡

★　ウrlスマスに惨alひげがいっぱいl?ぽんtのサンタさんの岳

(ロジャー･宇ユボアサン/作今江祥管.遠藤膏積/訳飢出版)

★　にんLjやサンタ(丸山誠司/[作] PHP研究所)

★ Jlllスマスをbtゴうう(花田えLJこ/文.給費喝書店)

★ JlLヨン王iL森のJTtlスマス穐訪(福永帝王/菅三木由紀子/直訴韻牡)

★　正しい轟女のつ<LIかた(77シナ･宇イIL/署内串さゆり/訳早M書房)

〔ヤングアダルト〕 ｢詩を感じよう!｣

人によって､思うことや感じることは違うはず-･

｢こだまでしょうか｣でも知られる金子みすゞの詩をはじめ､国内外の詩に関する本や､詩人が登場する本をご紹

介します｡

【一般書】

●10代をよりよく生きる読書案内　詩歌編(こやま峰子/編著　東京書籍)

●わたしと小鳥とすずと(金子みすゞ/著JULA出版局)

●ボードレール詩集(ボードレール/[著]粟津則雄/訳編　思潮社)

【児童書】　　　　　　　　　　　　　　　　　　町

●魔法のことば　ェスキモーに伝わる詩(柚木沙弥郎/給　金関寿夫/訳　福音館書店)

●ヴォイス　西のはての年代記Ⅱ (ル=クウイン/著　谷垣暁美/訳　河出書房新社)

三　食伊勢･小俣図書館のどちらかに所蔵がある本ですoご利用館にない場合は､予約ができます｡
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ふるさとの風
冬の夜空は一年中で最も豪華な輝きに彩られる｡

日本では古来､プレアデス星団をすぼる〔界〕ヒ呼んだ｡

凍てつく空気の中､星々が瞬きあう棟を美しいと感じるのは平安の時代も同じであった｡

～輝度～

一時求後
- ,ifb,'/yF':･ytv,) J'Fせ.ゴ　ー-

師走の声を開く｡

二十四節気の大雪を過ぎる頃から､いつのまにか冬の気配を感じる橡になってきた｡いよいよ年の瀬｡

日本各地で年吐えの風景があちらこちらで見られる｡

竣泰準備の中で欠くことのできないものの一つに注連縄飾りがある0

注連縄は聖域と俗界を区別する結界としての機能を持つと同時に無病息乳への祈願の役割もある.

その起源は音く,音事記までさかのぼる｡

郎穿芽芸=4､度(b･密接アズの易凄>/ご蕗戎L 7､諺Lてtb4L (I
これうらかへ

r此よク以府/ご遷ク入るごど#L-J　どいb^き0　　　　　　　　　-古事定一

頻佐之男命の乱暴を怖れて大岩J>に隠れた天照大神を引き出した際､再び岩P内に免れぬよう張り渡した尻くめ

縄がその始まりとされる｡

新年を吐えるために掛けられた鼻新しい注連縄飾りは､松の内が過ぎるとはずされるのが一般的だが､伊勢志摩

地方では一年中掛けておく風習がある｡
ももふ

古くは桃の木を使用したため桃符と呼ばれる木札に書かれた｢線民将泉子孫家門｣の大字はこの地方独特で次のよ

うな伝説がある｡

その5､伊参の彪t冴h/I/J'@彦そ矛争/=､針L i-d溜感虜い腐民.好摩か予虜/ Bで/i(･ L一夜の窟t鮮L /=o

虜彦そ屠争11/大度虜U.凍丘つ呼r4L虜､腐民.好康子超のPア犀tPアロ/=かけでA-1ナliJ子超代々疫虜から虐カijとtい虜L /=o

以虜､腐虎の家11膚いから&超がカ代々,#je'/=o

鎌倉時代中期､卜邸兼かこよって記された｢釈日本紙｣には｢備後国風土記逸文｣として最も古い｢線民将求｣

の逸話がみられる｡
I1やすさのをb､Lえヤみいまし7Lのこあまぬか

卓11遷/A/G#顔の#ぞ0度の#/=虜鹿あらば､滋･‥顔民.好摩のチ顔と云647､才の一静tJ,Xろて腰/二者l才で虐i人11､度カ7分之.0

線民将来の伝親がある二見松下の地は､神宮から流れ出る五十鈴川の漁況沿いにある｡

静寂な雰囲気の森は線民の森とよばれ､この他の氏神松下社(通称線民社)が鎮座する.

平安中期､妥倍晴明が建立したとも伝えられ､祭神は須佐之男命､菅原遺鼻､不詳一座の三座o

官域内にある大桶は､三重県の天然記念物で樹齢二千年といわれ､幽速さをより一層凍わせている｡

｢線民将永子藤｣と書かれた桃符の注連縄を配布する頒布初祭は毎年12月16日｡

この地域の人々は古くから線民の子藤である証として門符をかけ無病息乳を祈願している｡

一年中伊勢の町で目にする注連縄-0

家の守り神として､そして今もなお線民将求のもてなしの心を伝えている｡

大雪からかぞえて約15日日､一年でもっとも昼が短く夜が長い日が訪れる｡冬互である｡

そしてこの日を境に太陽は勢いを増し始め､少しずつ日脚も伸びていく｡

犬照大御神は太陽の化身､生命を育む神･･･｡伊勢の地はせくから太陽費拝の地とされてきた｡

冬至の日､内宮宇治格の鳥居中央から昇る朝日を拝む｡

-/Iig一乗/lil--一一､

#Lい孝が草多きごとを冴クつつ-o

▼伊勢参宮名所図会　(蔀関月/画編　原田幹/校訂　国書刊行会　L290/シ)

▼伊勢の文学と歴史の散歩　(中川呼吸/着　古川音店　L902/ナ)


